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■株主の皆様へ

代表取締役　橋本　勝司

株主の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申しあげ
ます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげま
す。さて、ここに当社の第29期中間報告書をお届けす
るにあたり、一言ご挨拶申しあげます。

当上半期におきましては、会社全体の組織再編、業
務効率の抜本的な見直しを行うと共に、これまでの成
長性・売上重視から安定性・安全性、すなわち利益の
重視へと方針を変更致しました。その結果、数年来続
いた大幅な減益という状況からは変化をすることがで
きたものの、その結果は、小幅な減益にとどまった程
度のものとなりました。広告費、販売費の大幅な削減
という成果は挙がった一方で、人件費の大幅な削減の
効果が現れるまでには時間のズレを生じ、人員配置転
換による業務効率アップや新部署による売上への寄与
度は目標達成までには至りませんでした。また、課題
としてきた、EC事業部の強化に関しては、ほぼ予定通
りに推移し、利益面での下げ止まりをみせ安定へと移
行することができました。カタログ事業部に関しては
顧客セグメントにおいて一定の成果を挙げましたが目
標までは及びませんでした。当社が掲げる利益目標を
達成するためには独自性、個性、差別化を重視して、
当社だけの世界観をもったカタログ作りに注力する必
要があると考えております。その他、商品の原価管理
コストダウンには力を入れたものの、目標は未達とな
りました。下半期以降に目標を持ち越すこととなりま
した。

会社全体の組織の変更、従来のピラミッド型経営よ
りフラット型経営へと見直しを図った結果、中間管理
職の削減や人員の削減において一定の効果が生まれま
した。しかし、組織変更の本来の目的であった上意下
達から下意上達の現場重視のシステムはようやく機能
し始めたにすぎず、充分な結果とはなりませんでした。
以上の結果当上半期の売上高は2,336百万円、経常

損失は70百万円となりました。

これから前進する為には部門管理、個人目標の管理
が重要であると考えています。目標達成に対する貢献
度をきちんと評価し、社員一丸となれる組織作りに注
力をしたいと考えています。

最後になりますが、皆様のご支援のおかげもあり、
当社はいつの間にか本年10月をもって30周年を迎え
るに至りました。この感謝の気持ちをお客様にお届け
したいと考え、お客様に心から喜んでいただける企画
を今後とも立ち上げてまいります。「お客様あっての当
社」、「お客様あっての利益」、会社経営の原点であるこ
の思いを、もう一度初心に帰って、経営の根本に置き
努力を致します。

今後も長期的、継続的な企業価値の拡大を図ってま
いりますので、株主の皆様には相変わらずのご指導、
ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成20年12月



2

■財務ハイライト
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IRサイトの一部

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株主名簿管理人
同事務取扱場所

お 問 合 せ 先
郵送物送付先

同 取 次 所

単 元 株 式 数
公 告 の 方 法

株　主　メ　モ

（ ）

4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月に開催
定時株主総会 3月31日
期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日
三菱UFJ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL 0120-232-711（通話料無料）
三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店

【株式に関するお手続き用紙のご請求について】
株式に関するお手続き用紙（届け出住所等の変更届、配当金振込指定書、単元未満株式買取請求書等）
のご請求につきましては、以下のお電話ならびにインターネットにより24時間受け付けております
ので、ご利用ください。なお、株券電子化実施後は、特別口座に記録された株式についてのお手続き
用紙のみとなりますので、ご留意ください。
TEL 0120－244－479 （通話料無料）
インターネットアドレス　　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

100株
電子公告の方法により行います。
ただし、事故その他やむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL
http://www.steilar.com/company/

（ご注意）株主名簿管理人の「取次所」の定めについて
株券電子化後、株主様の各種お手続きは、原則として口座を開設されている証券会社経由で行ってい
ただくこととなるため、株主名簿管理人の「取次所」は、株券電子化の実施をもって廃止いたします。
なお、未受領の配当金のお支払につきましては、引き続き株主名簿管理人である三菱ＵＦＪ信託銀行
の本支店でお支払いたします。

当社のホームページでも詳しい情報を同時に開示しております。ぜひ併せてご覧ください。

http://www.steilar.com/company/ steilar 検 索
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